
平成25年度の試行的「見える化」事業について（イメージ②）

○日常生活圏域ニーズ調査の結
果を提供いただく自治体につ
いては、介護保険総合データ
ベース及び各種公的統計情報
を活用し、「見える化」を行
う。

○これにより、自治体内の圏域
間比較だけでなく、全国等と
圏域間比較を可能とし、より
詳細な分析を可能とする。

○介護保険総合データベース及
び各種公的統計情報を活用す
ることで、日常生活圏域内の
高齢者のリスク特性とサービ
ス基盤との関係性等、従来困
難であった分析を容易に可能
とする。
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平成25年度の試行的「見える化」事業について（イメージ③）

○月次で更新される介護保険総
合データベースの情報を利用
した集計については、時系列
の変化も「見える化」するこ
とで、自治体が実施する分析
に「過去のトレンド」の視点
を加えることが容易になる。

○時系列変化の「見える化」は
都道府県、市区町村単位だけ
でなく、日常生活圏域単位で
の集計も行う予定であり、従
来困難であった日常生活圏域
単位での時系列を考慮した給
付分析も容易に可能とする。
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試行的「見える化」事業のスケジュール

平成25
年7月

8月 9月 10月 11月 12月 平成26
年1月

2月 3月 4月 5月 6月

マイルストーン

試行的
「見え
る化」
事業

分析手法・
見える化方
法検討

試行用
プロトタイプ
システム開
発

情報提供
開始

介護保
険総合
データ
ベース

日常生活
圏域ニーズ
調査情報
送信

▲都道府県
担当者会議

平成25年度「見える化」事業は、試行用のプロトタイプシステムを開発・運用し、年度内を目途に
試行的に保険者向けの情報提供を開始する。

プロトタイプシステムは平成２６年度についても引き続き運用を行う予定である。日常生活圏域
ニーズ調査結果情報を送信する保険者については、平成２６年６月頃までを目途に送信をお願
いする。

▲見える化
試行システム
稼働（予定）

▲
・圏域情報
登録

・情報送信
開始

▲
7月以降も引き続き
情報提供を実施

▲
送信期限
（予定）
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まとめ

これからの介護予防は、機能回復訓練などの高齢者本人へのアプロ
ーチだけではなく、生活環境の調整や、地域の中に生きがい・役割を
持って生活できるような居場所と出番づくりなど、高齢者本人を取り巻
く環境へのアプローチも含めた、バランスのとれたアプローチが重要
である。

それぞれの自治体における介護予防の取組が、バランスのとれたア
プローチになっているかを今一度点検し、
・ 地域の実情に応じた効果的・効率的な介護予防の取組事例
・ 市町村介護予防強化推進事業（予防モデル事業）の取組内容
・ 試行的「見える化」事業 など

を活用しつつ、より効果的・効率的な介護予防の取組を推進してい
ただきたい。

56


